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論文内容の要旨
1 本研究の目的
本論文は，研究が遅れている在日中国人の言語生活を把握することを目的とする。特に，彼らの日本
語・中国語の二言語併用の実態 及び日本語・中国語の使い分けに影響を及ぼす要因について明らかに
することを目指す。
まず，在日中国人の日本語・中国語の二言語使用の全体像を把握することを最初の目的とする。言語
使用の実態をより正確に把握するために 会話場面のほかに従来の研究で言及されていなかった挨拶場
面における言語使用についても調査した。すなわち 本論文では 会話場面と挨拶場面とを分けて言語
使用の実態を把握しようとする。また，具体的な場面を設定する際，従来の研究で言及されなかった傍
聴者，話し相手の言葉といった要素も取り入れた。さらに，一要素から構成される単純な場面ではなく，
複数個の要素から構成された複合場面を設定するように工夫した。
次に， 日本語・中国語の使い分けに影響を及ぼす要因について究明することを試みる。言語の使い分
けに関わる要因には，言語内的な(言語構造上の)ものと，言語外的な(社会的・心理的な)ものとが
ある。本論文では 言語外的な要因に注目して分析を行うことにする。なお，言語外的要因にもさまざ
まな要因があり，また同じ要因に関しても研究者の間で用語が統ーされていない。本論文では外的要因
を「場面的要因J I個人的要因」と大きく 2 種類に分け，この二つを軸にして，日本語・中国語の使い
分けとの関連を明らかにすることを目的とする。
なお，在日中国人と言ってもその属性は一様ではなく，来日時期によって大きく二つのグループに分
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けることができる。一つは1972年の日中国交正常化以前 主に第二次世界大戦前に日本に渡り居留した
ものとその子孫で， Iオールドカマー」と呼ばれる。もう一つは 1972年以降 主に中国の改革開放が
始まってから日本に渡り居留したものとその子孫で 「ニューカマー」と呼ばれる。二つのグループは
来日時期だけではなく，来日理由，学歴，職業などさまざまな点で違いがある。したがって，両者を区
別しながら扱う必要があると考える。そのため，本論文では，両者を同時に取り上げ，上述した 2 点，
すなわち， 日本語・中国語の二言語使用の全体像と， 日本語・中国語の使い分けに影響を及ぼす要因に
ついてそれぞれ明らかにしその上で両者の結果を比較，相違点について明らかにすることを目的とする。
さらに，同じグループ内においても 日本語・中国語の使用は世代差が存在することが予測される。
そこで，言語使用における世代差を明らかにすることも目的とする。
以上，本論文の目的をまとめると次のようになる。
(1)日本語・中国語の二言語併用実態を明らかにすること。
(2) 場面的要因，個人的要因と言語使用との関係について明らかにすること。
(3) 上述の(1) (2) について，会話場面・挨拶場面の両者を総合的に検討しながら相違点につい
て明らかにすること。
(4) 上述の(1) (2) について，ニューカマー・オールドカマーの両者を総合的に検討しながら，
相違点について明らかにすること。
(5) 言語使用における世代差を明らかにすること。
2 調査概要
2.1 調査方法
以上の目的に応じて，筆者は日本全国に分布している中国人ニューカマーとオールドカマーを対象
に，大規模なアンケート調査を行ってデータを収集した。表 1 に示した通り ニューカマーに対する調
査は， 2002年 7 月 ~2003年12月， 日本国内の大学または日本語学校に在学する人々を対象にして実施し
た。調査票は筆者自身がインフォーマントに手渡すか，または知人を通して配布 回収してもらった。
オールドカマーに対する調査は， 2004年10月 ~2005年 2 月，いわゆる華僑・華人と言われる人々を対象
にして実施した。調査票は各地の華僑総会に郵送し 華僑総会を通してインフォーマントに配布そして
回4又してもらった。
表 1 調査概要
ニューカマー調査 | オールドカマー調査
期間 I 2002年 7 月 ~2003年12月 I 2004年10月 ~2005年 2 月
地点 イ山台・福島・東京・長崎・那覇|東京・横浜・大阪・長崎
対象 |大学・日本語学校の学生 |華僑・華人と言われる人々
今回の調査は，ニューカマーとオールドカマーの比較を目的としているため，調査内容はできる限り
同一になるように作成した。ただし 調査票の使用言語が異なる。すなわち ニューカマーには中国語
の調査票を使用した。これは日本語能力が不十分のために 回答数が限られたり，趣旨が誤解されたり
することを避けるためである。一方，オールドカマーは日本語能力が高いため日本語の調査票を使用した。
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2.2 回答者の属性
以上の調査計画，方法に基づいて実施した調査では表 2 に示したようにニューカマー402名，オール
ドカマー 163名のデータを集めることができた。実際に調査を達成し得た調査地点の人数を見ると，
ニューカマーは南の那覇から東北の仙台まで一定人数のデータが得られた。一方，オールドカマーは大
阪が最も多く 103名のデータが得られた。他の地点のデータが少ないが，言語使用においては特に地域
差が見られなかったため 分析の結果に影響はないと思われる。性別構成については ニューカマーは
無回答の38名を除けば，男女比はほぼ同じである。一方，オールドカマーは女性より男性のほうが多く
なっている。年齢別ではニューカマーの最小年齢は18歳，最高年齢は42歳，しかし大半は20代であり，
平均年齢は24歳で若い人が中心となる。一方 オールドカマーは，年齢が広く取られている。また，
ニューカマーの日本滞在期間を見ると 日本に来てまだ l 年未満の者は最も多いが， 1 年以上 2 年未満，
2 年以上 3 年未満の者もかなり数が多く，平均滞日期間は1.89年である。一方，オールドカマーのほと
んどが日本生まれで，生まれたときから日本にいる。その他の数名は若いときに来日し，現在は高齢者
の方であるため， 日本滞在期間が長いことが分かる。
筆者は最終的に収集したデータに，多変量分析という統計的手法を用いて分析を行った。以下，本論
文で明らかにしたことと意義についてまとめる。
表 2 回答者の属性
調査地点 性別 年齢 滞日期間/来日年齢 合計
仙台 (60) 女 (179) 18-20歳 (54) 1 年未満(125)
一 福島(147) 男 (185) 21-30歳 (290) l 年以上 2 年未満 (91)一二L
東京 (71) 無回答 (38) 31-40歳 (19) 2 年以上 3 年未満 (68) 402名カ 長崎 (65) 42歳(1) 3 年以上 4 年未満 (34)
マ 那覇 (59) 無回答 (38) 4 年以上 5 年未満 (25)
無回答 (34)
東京 (33) 女性 (56) 16・20歳 (6) 日本生まれ (154)
横浜(16) 男性 (107) 21-30歳 (41) 9 歳来日(1)
オ 大阪 (103) 31-40歳 (38) 12歳来日 (2)
yレ 長崎(11) 41-50歳 (14) 13歳来日 (2)ド 51-60歳 (28) 15歳来日(1) 163名カ
マ 61-70歳 (27) 16歳来日 (2)
71-86歳 (8) 無回答(1)
無回答(1)
( )内の数字は人数である。
3 日本語と中国語の二言語併用の実態について
ニューカマーのほとんどは日本語と中国語の二言語を話せる人たちであり 必要に応じて日本語・中
国語を使い分けている。ニューカマーにとって日本語は第 2 言語であり 日本人とコミュニケーション
を取るための言語である。そのため，話し相手が日本人である場面(会話場面も挨拶場面も含む)にお
いて，中国語より日本語を多く使用する。一方，中国語は同じコミュニティ内の成員聞における「無標」
の言語である。したがって，中国人との会話場面では，中国語で話をするのが当然のことである。しか
し話し相手が同じく中国人であっても，挨拶場面になると，会話場面と逆の結果，すなわち，日本語
を使用する人が中国語を使用する人より明らかに多くなる。これは，挨拶表現の定型性に原因がある。
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中国語の挨拶表現は定型化されていない。挨拶表現が決まっていないため，人と出会ったとき， どんな
挨拶すればいいか分からなくて悩んでしまうことさえある。一方， 日本語の挨拶表現は定型化されてい
るため，誰に対しても決まりきった表現を使えば問題がない。在日中国人にとって日本語の挨拶はとて
も便利でしかも無難な表現なのである。そのため自ずと中国人に対しても日本語で挨拶するようになる。
移民コミュニティの言語使用に関する従来の研究は，会話場面と挨拶場面を分けて調査・分析するこ
とはほとんどなかった。しかし 本論文では在日中国人ニューカマーの言語使用は会話場面と挨拶場面
で大きく異なることを明らかにした。このことは，今後，在日中国人，さらに別の移民コミュニテイの
二言語使用について研究する際に，会話場面のほかに挨拶場面についても注意すべきであることを示唆
する。
一方，オールドカマーは中国語を話せない人たちが大勢いる。それに対し 日本語を話せない人は一
人もいない。ほとんどの人は日本語を不自由なく話せ ネイテイブのように完壁に話せる人も少なくな
い。中国語能力の衰退と日本語能力の向上により在日中国人オールドカマーは日本人を相手にするとき
だけではなく，同じコミュニティ内の中国人に対しても，さらに家族に対しても中国語ではなく， 日本
語を使用するようになった。中国語はコミュニケーションのための第 1 言語ではなくなり， 日本語が替
わりに第 l 言語となった。彼らにとっては， 日本語は言語生活上の中心的な地位を占める，いわば普段
着の言葉となっている。
このように，ニューカマーとオールドカマーは同じ在日中国人でありながら， 日本語と中国語の二言
語使用の実態が大きく違う。今後在日中国人の二言語使用について研究する際にニューカマーとオー
ルドカマーの両グループを分けて分析すべきであろう。
4 日本語と中国語の使い分けに影響を与える要因について
従来の研究では，言語の使い分けに影響を及ぼす要因として場面的要因が中心に考察されてきた。一
方，個人的要因の言語使用への影響についてはほとんど論じられなかった。また，研究がもっとも多く
なされてきた場面についても 話し相手の言葉や傍聴者の言語使用への影響について論じられていない
という問題や，場面構成が単純であるという問題があり，研究が不十分である。本論文ではそのような
問題点を克服するために，あらたに個人的要因について調査・分析するとともに，場面的要因について
も詳細に検討することとした。その結果 以下のことが明らかになった。
4.1 場面的要因と言語使用との関係について
場面的要因としては まず話し相手の国籍が言語使用に影響を与える。これは ニューカマーにお
いてもオールドカマーにおいても，また会話場面においても挨拶場面においても，共通する点である。
すなわち，中国人には積極的に中国語， 日本人には積極的に日本語を使用する。これは当然なことだと
。
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しかし話し相手との親疎・上下関係の言語使用への働きは，挨拶場面と会話場面で異なる。挨拶場
面では，話し相手が親しいか親しくないか，また目上か目下かによって言語を変えることはない。すな
わち，話し相手との親疎・上下関係が，挨拶場面においては言語使用に影響しない。一方，会話場面に
なると話し相手との関係によって日本語と中国語を使い分ける傾向が見られる。
また，会話場面における話し相手との親疎・上下関係の言語使用への影響については，上下関係より
親疎関係を重視して言葉を使い分ける。これは，中国人の行動は上下という社会的状況より親疎という
心理的な距離を重視する歴史的・文化的背景を持つからである。
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なお，この親疎関係が言語使用に与える影響は，話し相手の国籍によって異なる。話し相手が日本人
である場合，ニューカマーもオールドカマーも日本人には日本語を使用すべきという言語規範意識があ
るため，両者とも親しい相手より親しくない相手に日本語を多く使用する。しかし話し相手が中国人
である場合，ニューカマーとオールドカマーの聞に異なる結果が見られる。ニューカマーは親しくない
中国人より親しい中国人に日本語を多く使用するが，オールドカマーは逆に親しい中国人より親しくな
い中国人に日本語を多く使用するのである。この違いは，親しい相手より配慮が必要とされる親しくな
い相手に，自分の第 l 言語で話そうとする同一の理由から引き起こされた現象である。すでに述べたよ
うに，ニューカマーの第 l 言語は中国語であるが，オールドカマーの第 l 言語は日本語である。ゆえに，
両者の聞に異なる結果が見られたのである。
会話場面については，上に述べた話し相手の国籍・話し相手との親疎・上下関係のほかに，さらに，
話し相手の言葉，傍聴者の有無，傍聴者との親疎・上下関係，話題といった要因も言語使用に影響を与
えることが分かつた。さらに，話題の言語使用への影響は傍聴者の有無によって異なることも明らかに
なった。
移民コミュニテイの言語使用に関する従来の研究は 同じコミュニティ内の成員聞の言語使用が調査
の関心となり，コミュニティ外部の成員に対する言語使用を調査するものは少なかった。また，話し相
手に関心が向けられ，傍聴者のことを考慮した調査がほとんど見られなかった。しかしながら，筆者の
今回の調査結果によると，同一コミュニティ内部の成員と話す際 コミュニティ外部成員である傍聴者
の有無の問題は話し相手との親疎・上下関係 話題よりも話者の言語使用に大きく影響を与えているこ
とが明らかになった。これは，今後の移民コミュニティの言語使用に関する研究に対して，新しい視点
を与えることになるだろう。
また，場面と言語使用との関連についての従来の研究では 場面を構成する要素の組み合わせが単純
であるという問題がある。本論文では話題という同じ要素の言語使用に与える働きが，他の要素(傍聴
者)によって変わることを明らかにした。このことは，今後，場面と言語使用との関連をより現実的に
捉えるために，様々な要因聞の影響についても十分注意すべきであることを意味する。
4.2 個人的要因と言語使用との関係について
在日中国人の日本語・中国語使用は 場面的要因のほかに 言語意識・言語能力・ネットワーク・日
常言語使用・アイデンティティといった個人的要因にも影響される。
まず，言語意識と言語使用との関係について見てみる。
ニューカマーの日本語意識は，会話場面においても挨拶場面においても言語使用に影響する。すなわ
ち，日本語に好意感を持ち，日本語で話すのが好きな人ほど積極的に日本語で挨拶したり話したりする。
ただしこの働きかけは一定ではなく，場面によって異なる。場面が言語使用を強く規制する場合，日
本語意識は機能しなくなる。場面の言語使用への規制が相対的に緩い場合 個人の意思がある程度自由
になり，初めて意識要因が日本語使用に機能するようになる。
一方，オールドカマーの日本語意識は言語使用にほとんど影響を与えない。彼らにとって， 日本語は
すでにコミュニケーションのための第 l 言語となり 日本語で話すことは 日本語に好意感を持っかど
うか， 日本語で話すのが好きかどうか， といった問題とは無関係になっているのである。
次に，言語能力と言語使用との関係について述べる。
ニューカマーもオールドカマーも，挨拶場面では日本語能力や中国語能力の高低は言語使用に影響を
与えないが，会話場面では影響を与える。決まりきった挨拶は 日本語や中国語をまったく話せない人
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はともかく，それ以外の人は話そうとすればほぼ問題なく話せるであろう。反面， 日本語や中国語の能
力が高いからと言って，必要以上にその言語で挨拶する人もほとんどいない。
一方，会話場面になると，決まりきった表現ではなくなるので，高度な言語能力が必要とされる。言
語能力のない人は話そうとしても話せないので 言語能力は言語使用に働きをかけるようになる。ただ
しこれも言語意識の働きかけと同じく，すべての場面で機能するわけではなく，場面によって機能し
たり機能しなかったりするものである。
従来の研究においては，場面的要因を考慮せず言語意識・言語能力と言語使用の関係についての考察
を行うものが多かった。ところが，本論文ではこの 2 要因の言語使用への働きが場面によって異なるこ
とを明らかにした。このことは，言語意識または言語能力と言語行動との関係を論ずるためには，今後，
場面的要因にも十分な配慮が必要で、あることを示唆するものである。
続いて，ネットワーク・日常言語使用と言語使用との関係について見る。
一般的には， 日本人との付き合いの多い人ほど日本語で挨拶すると予想されるが，本論文ではニュー
カマーは逆の結果，すなわち， 日本人と多く接するニューカマーは却って中国語で挨拶する傾向がある
ことを明らかにした。これは 日本人との付き合いが多い人ほど自分自身のアイデンテイティを意識す
る機会が多く，中国人としてのアイデンテイテイが強いということと関係がある。後にアイデンテイ
ティと言語使用との関係について述べるが，中国人アイデンテイティの強い人ほど積極的に中国語を使
用するのである。そのため 日本人と多く接するニューカマーは却って積極的に中国語で挨拶すること
になる。
ネットワークは言語使用に影響を与えることは間違いないが， しかし必ずしもプラス効果，すなわ
ち，日本人と多く接すれば接するほど日本語を多く使用するというわけで、はない点に注目すべきである。
また，オールドカマーの言語使用は，職場での日本語・中国語の使用に影響される。職場で中国語を
多く話すオールドカマーは積極的に中国語で挨拶する傾向がある。オールドカマーは日本語中心の言語
生活を送っている。それに，中国社会とのネットワークは比較的に薄いため，中国語と接する機会が少
ない。そのような状況では 職場は中国語使用にとって重要な役割を担う。仕事上よく中国語を使用す
る人は，挨拶する際も中国語を使用するようになるのである。このことは，オールドカマーの中国語使
用を考えるとき，職場でどのような言語を使用するかが重要なポイントになることを示唆する。
最後に，アイデンテイティと言語使用との関係について見る。
ニューカマーもオールドカマーも中国人アイデンテイティの強い人ほど積極的に中国語を使用する傾
向がある。ただし 働きかける具体的な項目が異なり，ニューカマーは言語観，オールドカマーは中国
人意識となる。ニューカマーは来日間もないため，自分が中国人であるということは疑うこともなく，
当然なことである。しかし 中国人の集まりで日本語を使うべきか中国語を使うべきかについては，意
識的であり個人差が出てくる。一方 オールドカマーはすでに日本語使用が当然のようになっている反
面，中国人意識については人によって差が現れる。このような差があるため，言語使用に影響を及ぼす
要因としてニューカマーは言語観 オールドカマーは中国人意識といった違いが生じたのではないかと
考えられる。
5 世代差について
以上，在日中国人を来日時期によってニューカマー・オールドカマーに大きく 2 分類し， 日本語・中
国語の使用における両者の相違点について明らかにしてきた。ところが，在日中国人の日本語・中国語
使用は来日時期による違いだけではなく，世代による違いも予測される。この世代差を明らかにするた
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めに，本論文では，世代数の多いオールドカマーを取り上げ，彼らの言語使用・言語能力・言語意識を
世代別に分析することにした。その上で彼らにとって中国語はどのような存在であるかを明らかにし，
今後どのように変化していくかについて予測する。
分析・考察の結果は次のようにまとめられる。
① 1 世の多くはいまだに民族語への愛着心が強く，高度な中国語能力を維持しており，中国語中心の
言語生活を送り，中国語は中心的地位を保持している。それに対し， 2 世， 3 世， 4 世たちは民族語へ
の愛着心は世代が新しくなるに伴い希薄化しつつある。中国語能力が衰退し 言語使用上においては日
本語中心の言語生活を送り 中国語は中心的地位を失ってしまった。彼らにとって中国語は， 日常生活
での，いわば普段着の言葉から，中国人社会の社交に用いるよそ行きの言葉へとその性格が変わりつつ
ある。
②オールドカマーの主体が l 世から 2 世， 3 世そして 4 世に交替したため，オールドカマー全体の傾
向を見ると，民族語の中国語よりは現地語の日本語に対する肯定的感情や能力が高く， 日本語中心の言
語生活を送っている人が多い。
③どの世代にも言えることであるが，中国語を使用することは，相手を自分の属する集団の内側の人
間とみなしたことを意味し人間関係の構築や維持の働きをしていると思われる。
④中国語能力と中国語の使用は確かに衰退してきたが， しかし衰退の一方ではない。近年，中国の改
革開放と中国経済の著しい発展の影響で，中国語の必要性が高まってきた。在日中国人であることを生
かして日本社会で活躍することも実現可能になってきた現在， 4 世において初めて中国語の能力・使用
の回復が見られた。中国を取り巻く世界的環境に大きな変動さえなければ，オールドカマーの中国語能
力と使用は回復に向かうか，少なくとも現状を維持するのではないかと推測される。
このように，在日中国人の言語使用は来日時期だけではなく，世代による差も確認できた。したがっ
て，今後，在日中国人の言語使用に関する研究においては，来日時期(ニューカマー・オールドカマー)
と世代の両方に注意すべきであろう。
6 今後の課題
以上，本論文で、扱ったデータは分量が多く 統計的手法による分析が可能であったため，在日中国人
の言語生活の一端を客観的に明らかにすることができた。ただし残された課題も多くある。以下，本
論文の問題点を指摘するとともに 今後の課題について述べる。
まず，今回は会話場面のほかに，特に挨拶場面を取り上げた。しかし一概に挨拶と言っても，日常
的な出会い・別れの場面のように，短い挨拶表現一つで終わる場合もあれば，儀式・会合などの際の
「スピーチ」のような ある程度の長さを持つものもある。本論文では挨拶を対象にしたとは言え，今
回はあくまでも朝の挨拶を取り上げたにすぎない。挨拶における日本語・中国語使用の実態を明らかに
するには，今後，更に多くのバラエティを対象に考察していかなければならない。
次に，今回の結果は，ニューカマーもオールドカマーも一部の人，すなわち，留学生，および華僑団
体と何らかの関わりのある人のデータによるものである。しかし ニューカマーだけでも，留学や就学
を目的として来日する人や国際結婚で来日する人などさまざまなバラエティがある。彼らの言語生活は，
来日目的・職業・華僑団体との関わりの有無などによって異なる可能性がある。そのため，今回の結果
がどこまで一般化できるかを他の集団も対象にすることによって検証していく必要がある。さらに，今
回はニューカマーの主体となる l 世だけについて調査したが，現実には l 世の子供たちも日本に大勢い
る。全国各地に分散して居住しているニューカマーの子供は中華学校に通学することは難しく， 日本人
? ??F同U
学校に通うのがほとんどである。彼らの日本語・中国語の使用はどうであろうか，中国語の継承・維持
はどうであろうか。これらの点については今後明らかにしていく必要がある。
また，本論はアンケート調査によって収集したデータをもとに分析を行ったものである。質問に対す
る回答は，あくまでも意識であって，実際の行動ではない。意識と実際の行動にはずれがあるかもしれ
ない。したがって 実際の生活の中での言語行動を観察することにより今回の結論を検証していく必要
がある。さらに，本論文を通して，見通しの得られた結果は，あくまでも筆者が今回のデータから得ら
れた結果を解釈や推測したものである。したがって 話者が本当にそのように考えているかどうか判断
するのは難しい。今後 なぜそのような言語行動を起こしたかといった心理について調査を行うことに
よって検証する必要があると思われる。
続いて，在日中国人の言語使用において世代差があることを指摘したが， しかし今回はオールドカ
マーの世代差だけ取り上げ，ニューカマーの世代差については論じなかった。さらに，オールドカマー
においても各世代の人数が少ないため 場面的要因 個人的要因と言語使用との関連について統計的に
分析することができなかった。今後，ニューカマーの世代について視野に入れ，また各グループ内にお
ける各世代の人数を増やすことで，各グループ内の分析をより深めていきたい。さらに世代差における
ニューカマー・オールドカマー両グループの比較も行いたいと思う。
最後に，言語を使い分ける理由には，言語内的(言語構造上の)要因に関わるものと，言語外的(社
会的・心理的な)要因に関わるものがある。本論文では，言語外的要因に注目して分析を行ったため，
言語内的要因については言及できなかった。在日中国人における日本語と中国語の切り替えに関する研
究は今までほとんど行われていない。この空白を補うためには，今後在日中国人の自然会話データを収
集し談話分析を行うことによって， ミクロのレベルから検討を加える必要がある。日本語と中国語の
切り替えにおける言語的規則 例えば切り替えの単位(文レベル・単語レベル)や品詞による切り替
えやすさなどといった問題，あるいは，切り替えの目的，例えば，話題転換，伝達内容の強調，アイデ
ンティティの強調などといった問題について明らかにしていきたいと考える。
論文審査結果の要旨
本論文は、在日中国人の言語生活、特に、日本語・中国語の二言語使用の実態、および、日本語・中
国語の使い分けに影響を及ぼす要因について考察を行ったものである。
全体は、「序論J I本論J I結論」の 3 部から組み立てられており、「本論」にあたる部分は 9 つの章か
ら構成される。
本論文の特色のひとつは、在日中国人の日本語・中国語の二言語使用の実態をより詳しく把握するた
めに、会話場面と挨拶場面との 2 つを設定し、調査を行う点にある。また、具体的な場面を設定する際、
従来の研究で言及されなかった「傍聴者」ゃ「話し相手の言葉」といった要素を取り入れ、さらに、 1
要素から構成される単純な場面ではなく、複数個の要素から構成された複合場面を設定する点も新し
し '0
次に、日本語・中国語の使い分けに影響を及ぼす要因について考察する点も興味深い。言語の使い分
けに関わる要因には、言語内的な(言語構造的な)ものと、言語外的な(社会的・心理的な)ものとが
あるが、本論文では、特に、言語外的な要因に注目して分析する。また、言語外的要因を「場面的要因」
と「個人的要因J とに大きく分け、この 2 つを軸にして、日本語・中国語の使い分けとの関連を明らか
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にする。
ところで、在日中国人とひとくちに言っても、その属性は一様ではなく、来日時期によって大きく 2
つのグループに分けることができる。ひとつは1972年の日中国交正常化以前、主に第二次世界大戦前に
日本に渡り居留したものとその子孫であり、「オールドカマー」と呼ばれる。もうひとつは、 1972年以降、
主に中国の開放改革が始まってから日本に渡り居留したものとその子孫で、「ニューカマーJ と呼ばれ
る。この 2 つのグループは来日時期だけではなく、来日理由、学歴、職業などさまざまな点で違いがあ
る。本論文の特色は、この両者を区別して取り上げ、その上で、両者の共通点と相違点について明らか
にする点にも認められる。
増加の一途をたどる在日中国人の言語使用の調査は、日本の社会言語学にとって緊急の課題であっ
た。本論文は、そのような課題に対して、調査場面や分析の観点を詳細に設定し、対象もオールドカマー
とニューカマーとに分けて調査を行うことで、在日中国人の言語生活の実態の一部をとらえることに成
功している。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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